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平成 29年度事業報告 

平成 29 年４月１日から平成 30 年３月 31 日まで 

 

公益財団法人愛媛県学校給食会 

 

 

＜事業活動＞ 

Ⅰ 公益目的事業 

 

１ 学校給食用物資の安定供給に関する事業 

 ⑴ 概 況 

   当法人は、学校給食が実施される学校（以下「学校」という。）に対して（学校給食

共同調理場を経由する場合を含む。以下同じ。）、基本物資（米、パン、麦、牛乳及びみ

かん果汁をいう。以下同じ。）及び一般物資（基本物資以外の物資をいう。以下同じ。）

を、年間を通じて供給し、その対価収入を財源として運営しています。 

   なお、平成 29 年５月に実施した学校給食用牛乳需要実態調査によれば、県内学校給

食人口は 116,892 人でした。 

 

年度 学校給食人口 基本物資供給収入 一般物資供給収入 合  計 

27 120,664 1,595,545 千円 279,192 千円 1,874,737 千円 

28 118,891 1,622,900 272,959 1,895,859 

29 116,892   1,658,894 316,929   1,975,823 

  注 供給額は、消費税抜きで表示しています（以下同じ）。 

 

 ⑵ 基本物資の供給 

【物資別供給収入】 

年度 物資名 供給収入 

29 

ア 米 穀 342,780 千円 

イ パ ン 282,717 

ウ 牛 乳 986,033 

エ 果 汁 43,805 

オ その他の基本物資 3,559 

合 計 1,658,894 

 

ア 米穀 



    

2 

 

    東予・中予・南予の地域産米を各地域内の学校に対して供給することを基本とし、

均質性・平等性を確保するため、地域産米の規格と価格は、県内同一としています。

また、「地元市町産米を使いたい」との要請にも柔軟に対応するとともに、炊飯施設

のない学校等に対しては、委託炊飯施設（県内３箇所）で炊いた米飯を供給しました。 

    なお、供給にあたっては、年間需要計画に基づき、新米の収穫時期に供給計画総量

の確保に努めました。 

 

  イ パン 

    当法人は、ビタミン強化をした小麦粉等の主要な原材料を供給し、委託加工工場

（県内 11箇所）は、これらを使用したパンを製造し、各学校に配送しています。 

    学校に供給するパンは、均質性・平等性を確保するため、輸入小麦粉を使った当日

焼きのコッペパンを基本（標準パン）とし、規格（量目）ごとに県内同一価格として

います。 

    一方、米粉パンや地産地消の観点から、県内産裸麦粉やみかん果汁を使ったパンを

「多様化パン」として、学校が選択できるようにしています。 

    また、ＰＢ商品として開発した愛媛県産米粉（各市町産）を使用した米粉パンの供

給も開始しました。 

 

  ウ 牛乳 

    平成 29 年度における学校給食用牛乳の供給事業者及び供給価格は、愛媛県知事に

よって「四国乳業㈱本社工場」及び「牛乳 200 ㏄１本当たり 47.81 円（補助金は含ま

ない。）」と決定され、保護者負担となる税抜暫定価格は、次の表のとおりでした。 

区 分 知事が定めた供給価格 暫定補助単価 暫定価格 

紙 装 47.81 円 0.35 円 47.46 円 

29 年度末に確定した牛乳の税抜確定価格は、次の表のとおりでした。 

区 分 知事が定めた供給価格 確定補助単価 確定価格 

紙 装 47.81 円 0.36 円 47.45 円 

 

  エ 果汁 

    平成 29 年度も引き続き、学校給食用果汁を供給しました。 

 

  オ その他の基本物資 

    その他の基本物資（脱脂粉乳、アルファ化赤飯、精麦、強化米）を引き続き、供給

しました。 

 

 ⑶ 一般物資の供給 

   年度当初に学校等と売買契約を締結し、常温保存物資約 270 品目及び冷凍保存物資

約 280 品目を、年間を通じて県内全域へ供給しました。 
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年度 常温物資供給収入 冷凍物資供給収入 合   計 

27 125,892 千円 153,300 千円 279,192 千円 

28 119,229 153,730 272,959 

29     136,402     180,527     316,929 

 

 ⑷ 良質な物資の選定 

  ア パンの品質調査 

    標準パンであるコッペパンを対象に学期毎に１回実施し、品質の維持向上を図り

ました。 

  イ 物資選定委員会の開催 

    一般物資（季節的な行事食であるものを除く。）については、物資選定委員会（県

教育委員会指導主事、学校長、学校栄養職員、学校給食センターの長等で構成）によ

り、価格・調理性・嗜好性・栄養価等の基準に則って選定されたものを、取扱物資と

して登録しました。 

 

区 分 第１回 第２回 

開 催 日 平成 29 年７月４日 平成 29 年 12 月５日 

出席委員数  24 名 21 

 常温物資 冷凍物資 リニューアル 常温物資 冷凍物資 リニューアル 

選定品目数  24 品 22 品 － 18 品 24 品 ３品 

内、ＰＢ商品 18 品(常温６品、冷凍 12品) 14 品(常温８品、冷凍６品) 

   ※ 第２回のＰＢ商品のうち、常温１品目、冷凍２品目は市町コラボ商品 

 

 ⑸ 価格情報の開示 

   基本物資の価格は、事務費等の積算根拠も添えて、愛媛県教育委員会教育長に通知し

た後、学校に通知しました。 

   一般物資の価格は、平成 29 年度学校給食用一般物資価格表（以下「価格表」という。）

に掲載し、年度当初に学校等に配布しました。価格表に掲載した常温・チルド食品 270

品目、冷凍食品 280 品目、衛生用品 22 品目及び洗剤４品目のうち、常温保存食品 15 品

目については、市場価格の変動が多いため、価格を毎月通知することとし、その他の食

品については、年度内同一価格としました。 

   また、行事食として使用される一般物資については、一部価格表に掲載したものも含

めて、使用時期を前にリーフレットを作成して学校に案内しました。 

   価格表を配布することで、年間を通じて、給食献立の安定的作成を支援するとともに、

類似物資の価格高騰を抑制する機能を果たしたものと考えられます。 

 

２ 学校における食育の推進の支援に関する事業 



    

4 

 

 ⑴ 学校給食関係者を対象とした研修会の開催 

  ア 栄養教諭・学校栄養職員研修会（県教育委員会と共催） 

日 時 平成 29 年 11 月 29 日（水）10：00～16：00 

場 所 愛媛県学校給食総合センター 

内 容 開会挨拶 公益財団法人愛媛県学校給食会 伊藤 充 理事長 

講義及び 

調理実習 

「生きた教材となる学校給食のために冷凍食品ができること」 

講師 一般社団法人日本冷凍食品協会 

広報部長 三浦 佳子 氏 

調理 一般社団法人日本冷凍食品協会 

冷凍食品調理コンサルタント 吉岡 やゑ子 氏 

講  義 「地産地消の推進について」 

講師 農林水産省中国四国農政局愛媛支局 

総括農政業務管理官 近藤 靖信 氏 

研修報告 平成 29 年度食育指導者養成研修 研修報告 

報告者 今治市立桜井小学校  栄養教諭 森 涼子 氏 

助言者 愛媛県教育委員会事務局管理部 保健体育課 

教育指導グループ 指導主事 来嶋 理恵 氏 

参加者 22 人 

 

  イ 学校給食調理従事職員研修会（県教育委員会と共催） 

 南予教育事務所管内 東予教育事務所管内 中予教育事務所管内 

日 時 ７月 27 日 10：25～14：30 ８月１日 10：25～14：30 ８月 17 日 10：25～14：30 

場 所 愛媛県歴史文化博物館 西条市中央公民館 テクノプラザ愛媛 

内 容 開会挨拶 公益財団法人愛媛県学校給食会 伊藤 充 理事長 

     愛媛県教育委員会事務局管理部 

保健体育課 和田 英夫 主幹 

講義 「学校給食における衛生管理」 

講師 講師 講師 

愛媛県南予地方局 

健康福祉環境部生活衛生課 

担当係長 宇都宮 一枝 氏 

愛媛県東予地方局 

健康福祉環境部生活衛生課 

担当係長 白石 和子 氏 

愛媛県中予地方局 

健康福祉環境部生活衛生課 

技師 上満 祐子 氏 

講義 「生活習慣病と食事・栄養のバランスを取るための工夫」 

講師  ヘルシープラネット株式会社 管理栄養士 

宇佐 亮子 氏 今川 弥生 氏 栗原 和也 氏 

講義「学校給食の管理について」 

講師 愛媛県教育委員会事務局管理部 

保健体育課教育指導グループ 指導主事 越智 美保 氏 

参加者 188 人 145 人 160 人 
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 ⑵ 食育教材の無償貸与 

   学校等に対して、スライド、紙芝居、ビデオ、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ等の食育教材の無償

貸与を行いました。 

 

 ⑶ 所有施設の無償貸与 

   愛媛県学校給食総合センター２階調理実習室（90 平米）及び会議室（87平米）を愛

媛県教育委員会保健体育課（愛媛県学校給食地域食文化継承モデル事業ワーキンググ

ループ会議）に対して１回、愛媛県学校栄養士協議会に対して９回貸与しました。 

 

 ⑷ 学校給食用物資・食育関連情報の収集と情報提供 

  ア 学校給食用物資に関する詳細な情報を収集し、原材料配合割合・アレルギー物質・

100ｇ当たりの栄養分析等の各項目について価格表に掲載し、学校に配布しました。 

  イ 米・輸入小麦・温州みかん等の主要農作物の生産動向を専門家等から収集し、必要

に応じて、県・市町教育委員会及び学校に配布しました。 

ウ 学校給食現場等の状況を取材した記事等を掲載した機関誌「えひめの給食だより」

を県・市町教育委員会及び学校に配布しました。（１回、1,600 部作成） 

  エ 学校給食センター等から毎月、給食献立表を取り寄せ、「献立表集」にまとめ、学

校給食センター等に配布しました。 

  オ ホームページに食育関連情報を掲載するとともに、食品検査等の結果を開示しま

した。 

 

 ⑸ 地場産物利用の積極的推進 

  ア 地場産物を利用した基本物資 

    米穀、牛乳については、すべて県内産を使用したほか、パンについては、一部県内

産の小麦粉・裸麦粉・米粉・みかん果汁を使ったものを供給しました。 

  イ 県内産農林水産物を利用した加工食品 

    平成 29 年度学校給食用一般物資価格表に県産品紹介ページを設け、常温食品 27 品

目及び冷凍食品 36品目を掲載したほか、ホームページでも紹介しました。 

  ウ 学校給食における地産地消の推進を支援するため、本会職員による県産品を使用

した商品（ＰＢ商品）開発を進め、平成 29 年度は 32 品（常温 14 品、冷凍 18 品）を

開発し、学校等に案内しました。 

    また、平成 29年度からの新たな取組みとして、県内市町と共同で、地域にある特

色ある食材を用いた加工品の開発（ＰＢコラボ事業）を開始し、３品（常温１品、冷

凍２品）を開発しました。 

 

３ 学校給食用物資の安全確保及び衛生管理に関する事業 

 ⑴ 学校給食用物資の安全性の確認 

  ア 学校給食用物資は、安全情報を厳密に確認したうえで、物資選定委員会に諮り、取
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扱物資を決定しました。 

  イ 食品検査は、信頼できる検査機関に委託して実施しました。 

   (ｱ) 精米及び小麦粉 

    ① 精米の品位検査・品種鑑定 

      一般財団法人日本穀物検定協会に委託して実施し、いずれも品位基準を満た

しているとの結果を得ました。 

    ② 学校給食用小麦粉の規格検定 

製粉会社（学校給食用小麦粉落札業者）において実施し、いずれも規格基準を

満たしているとの結果を得ました。 

   (ｲ) 学校給食用牛乳の成分規格検査 

     松山市保健所に依頼して実施し、検査結果は、県教育委員会保健体育課長、県農

林水産部畜産課長及び四国乳業株式会社愛媛支店長等に報告しました。 

   (ｳ) 一般食品中の放射性物質の試験 

     平成 26 年度から日立アロカメディカル株式会社製のフードスクリーニングシス

テム FSS—101（ウェル型プラスチックシンチレーション検出器）を導入し、スクリ

ーニング検査を実施しています。 

     平成 29 年度においては、360 品目のスクリーニング検査を実施し、いずれも判

定値以下の結果を得て、ホームページで開示しました。 

 

  ウ 常温保存基本物資及び一般物資は所有倉庫（348 平米）で、冷凍保存一般物資は営

業倉庫を借りて、適正に保管しました。 

 

  エ 学校等に対して、牛乳・果汁用の冷蔵保管庫（８台）の無償貸与を行っていますが、

平成 29 年度における貸与実績はありませんでした。 

 

 ⑵ 衛生管理の徹底 

  ア 学校等に対して、衛生検査機器の無償貸与と試験試薬の無償提供を行い、衛生管理、

衛生教育を支援しました。 

 

  イ パン委託加工工場は、平成 27年度に作成した「学校給食用パン委託加工工場衛生

管理基準」に完全適合した工場を選定するとともに、当法人職員が各工場を巡回して、

現場の衛生管理の状況等について点検し、必要に応じて指導を実施しました。 

なお、より安全・安心なパンの供給を目指すため、委託加工工場の公募を随時に切

り替えて継続しています。 

    また、年間を通じて食品用放射温度計及び卓上型手指消毒器を貸与することによ

り、各工場における衛生管理を支援しました。 

 

  ウ 職員の健康管理に努めるとともに、公益財団法人愛媛県総合保険協会に委託し、腸

内細菌検査を毎月実施し、結果を学校に報告しました。 
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    また、特にノロウイルスについては、警戒を要する 12月から３月までの間、月例

腸内細菌検査に合わせて検査を実施しました。 

    なお、冷凍食品等については、すべての冷凍配送車に食品用放射温度計を配備する

ことにより、適切な温度管理を徹底しました。 

 

 

Ⅱ その他の事業（収益事業） 

 

１ 保育所等の社会福祉施設における給食用物資の供給に関する事業 

 ⑴ 概 要 

   学校給食用物資と同規格のものを供給することにより、学校給食用物資の供給価格

の安定及び安定供給を妨げることがないようにしています。特に、供給価格については、

学校給食用物資の価格を下回らないものとしています。 

 

 ⑵ 基本物資の供給 

   パンについては、県内 11 箇所の委託加工工場における余力の範囲内で、新規供給先

の開拓を進めています。 

   なお、パン以外の基本物資については、供給は行わないこととしています。 

 

 ⑶ 一般物資の供給 

   学校給食用一般物資価格表に掲載した常温保存食品及び冷凍保存食品について、学

校給食用物資と同一価格で供給しました。 

 

年度 基本物資供給収入 一般物資供給収入 合   計 

27 681 千円 2,709 千円 3,390 千円 

28 680 4,574 5,254 

29       405      6,349      6,754 

 

２ 保育所等の社会福祉施設における食育の推進の支援に関する事業 

 ⑴ 食育教材の無償貸与 

   保育所等に対して、スライド、紙芝居、ビデオ、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ等の食育教材の無

償貸与を行っていますが、平成 29年度における実績はありませんでした。 

 

 ⑵ 給食用物資・給食関連情報の収集と情報提供 

  ア 給食用物資に関する情報開示 

    学校給食用一般物資価格表を、保育所等に対しても配布しました。 

  イ 農作物作況に関する情報収集と必要に応じた開示 

    主要農作物の生産動向を必要に応じて提供しました。 
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ウ えひめの給食だよりの配布 

機関誌「えひめの給食だより」を、保育所等に対しても配布しました。 

  エ ホームページの運営 

    ホームページを運営し、食育関連情報を掲載して提供するとともに、食品検査等の

結果を開示しました。 

 

３ 保育所等の社会福祉施設における給食用物資の安全確保及び衛生管理に関する事業 

  次に掲げる各項目について、公益目的事業と同様な取組みを行っています。 

 ⑴ 給食用物資の安全性の確認 

 ⑵ 食品検査の委託実施 

 ⑶ 物資の保管 

 ⑷ 衛生管理の徹底 
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＜管理部門＞ 

Ⅲ 法人管理 

 

１ 評議員会                       平成 30年３月 31 日現在 

区分 月日 出席数 決議事項・報告事項・（決議の省略）・（報告の不要） 

第７回

(定時) 

６月 

19 日 

評議員 ７ 

監 事 ２ 

議案１：平成 28 年度事業報告及び計算書類等の承認

の件 

議案２：評議員の選任の件 

議案３：役員（理事・監事）の選任の件 

報告１：平成 29 年度事業計画及び収支予算書等の報

告について 

報告２：学校給食用パン委託加工について 

報告３：平成 28 年度ＰＢ商品開発状況について 

   注 現に開催された評議員会の開催場所は、愛媛県学校給食総合センターでした。 

 

２ 理事会                        平成 30年３月 31 日現在 

区分 月日 出席数 決議事項・報告事項・（決議の省略）・（報告の不要） 

第 26 回

(通常) 

５月 

29 日 

理 事 ８ 

監 事 ２ 

議案１：平成 28 年度事業報告及び計算書類等の承認

の件 

議案２：第７回評議員会（定時評議員会）の招集の件 

議案３：「特定資産取得・改良資金の保有の件」の廃案

の件 

議案４：平成 29 年度物資選定委員会委員の選任の件 

第 27 回 ６月 

19 日 

決議の省略 代表理事等の選定及び会長等の選定の件 

提案：伊藤充理事 

第 28 回

(通常) 

３月 

28 日 

理 事 12 

監 事 ３ 

議案１：平成 30 年度事業計画及び収支予算等の件 

議案２：特定個人情報取扱規程の制定の件 

報告１：代表理事等の職務の執行の状況について 

報告２：平成 29 年度決算見込について 

報告３：ＰＢ商品について 

報告４：市町ＰＢコラボ事業について 

報告５：その他地産地消の取組について 

注 １ 「決議の省略」とは、提案に対して、理事全員からは同意の意思表示を、監事全

員からは異議のない旨を、それぞれ書面で受けた上で、当該提案を可決する旨の理

事会の決議があったものとみなすものであり（定款第 44 条に依拠）、表中の月日

は、当該みなすこととなった日を表します。 

２ 現に開催された理事会の開催場所は、愛媛県学校給食総合センターでした。 
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３ 業務執行体制等 

 ⑴ 役員等の状況 

   平成 29年度末現在の状況は、次の表のとおりです。 

  ア 役員（理事及び監事）               平成 30年３月 31 日現在 

氏  名 地 位 主な役職又は兼職の状況 

池 川 仁 志 理 事 東温市教育委員会教育長 

伊 藤   充 理 事 代表理事・理事長 

馬 越 吉 章 理 事 今治市立亀岡小学校校長 

大 西 祥 一 理 事 愛媛県ＰＴＡ連合会副会長 

織 田 吉 和 理 事 宇和島市教育委員会教育長 

加 戸 守 行 理 事 代表理事・会長 

関   福 生 理 事 新居浜市教育委員会教育長 

攝 津 眞 澄 理 事 前愛媛県教育委員会委員 

中 重   豊 理 事 業務執行理事・事務局長 

中 村 和 憲 理 事 料理研究家・食育アドバイザー 

松 島 陽 子 理 事 愛媛県ＰＴＡ連合会副会長 

山 本 千鶴子 理 事 松山市立久米小学校校長 

赤 木 忠 也 監 事 元愛媛県ＰＴＡ連合会副会長 

小 西 奉 文 監 事 鬼北町学校給食センター所長 

眞 鍋   清 監 事 公認会計士 

 

    年度途中の役員の異動 

 選出母体 新 任 退 任 

理事 小中学校長会 馬 越 吉 章 村 上 克 志 

愛媛県ＰＴＡ連合会 大 西 祥 一 行 天 雅 史 

愛媛県市町教育委員会連合会 織 田 吉 和 叶 本   正 

愛媛県ＰＴＡ連合会 松 島 陽 子 橋 川 隆 至 

小中学校長会 山 本 千鶴子 掛 水 高 志 

    注：平成 29年６月 19日の評議員会で選任。 

 

  イ 評議員                     平成 30 年３月 31 日現在 

氏  名 主な役職又は兼職の状況 

﨑 山 省 吾 今治市学校給食センター所長 

芝     毅 松山市立和気小学校校長 

髙 田 智 世 愛媛県ＰＴＡ連合会副会長 

髙 橋   弘  

仲 田 吟 子  

福 本 教 次  
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増 田   昭 学校法人愛媛学園相談役 

宮 﨑   恵 愛媛県ＰＴＡ連合会副会長 

米 澤 浩 樹 松前町学校給食センター所長 

和 田 瑞 穂 松山市立北条南中学校校長 

 

    年度途中の評議員の異動 

 選出母体 新 任 退 任 

評議員 愛媛県学校給食センター協議会 﨑 山 省 吾 三 好 孝 広 

小中学校長会 芝     毅 近 藤 一 茂 

愛媛県ＰＴＡ連合会 髙 田 智 世 角 田 智 恵 

愛媛県ＰＴＡ連合会 宮 﨑   恵 神 野 早 苗 

愛媛県学校給食センター協議会 米 澤 浩 樹 森 川 圭 三 

小中学校長会 和 田 瑞 穂 藤 田 純 隆 

  注：平成 29 年６月 19 日の評議員会で選任。 

 

 ⑵ 職員の状況 

年 度 職 員 臨時職員 合 計 

平成 28 年度末 11 人 ２人 13 人 

平成 29 年度末 12 人 ２人 14 人 

 

 

 

 

事業報告の附属明細書 

 

特に記載すべき事項はありません。 

 


